
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学期を迎え、早くも２月後半となりました。春に向かう時期とはいえ、まだまた寒い日が続きます。どうぞ

お体をご自愛いただきますようにと思います。 

さて、ご協力いただきました「学校評価アンケート」の結果に基づき、その内容に対する検証を行う中で、顕

著にみられた事項等について報告します。なお、アンケートはこれまでと同じように４段階（４点：そう思う ３

点：だいたいそう思う ２点：あまりそう思わない １点：そう思わない）で集計し、それぞれ点数化しました。 

 ◆生徒アンケートの結果より 

 

・経年比較で、ポイントが上がった項目はありませんでしたが、1４項目中１１項目において、回答の平均値は

3.0ポイント以上であり、そのうち3.3ポイント以上の項目が７項目ありました。 

・経年比較で、下がった項目が９項目あり、0.2ポイント以上下がった項目は「学校へ、毎日楽しくきている」

でした。肯定的に回答した生徒の割合が５％（約２５人）減少しました。 

・最もポイントが高い項目は、昨年度と同様「学校では、命の大切さや人権を大切にし、差別をなくすための学

習が実施されている」でした。 

・3.0ポイント未満の３項目は「読書活動」「将来の夢や目標」「自己肯定感」に関する項目でした。 

・全般的には例年と比べ「やや下回る」傾向となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価内容 R３年度 R４年度

1 学校へは、毎日楽しくきている。 3.4 3.2

2
先生は、授業をていねいに分かりやすく教えてくれ、楽しく授業を受けている。タブ
レットを使って学習している。

3.3 3.3

3 授業で学習したことは、将来の役に立つと思う。 3.3 3.2

4 先生は、学習での努力や成果をきちんと認めてくれる。 3.4 3.3

5 朝の読書やメディアセンターを活用して、充実した読書活動を送っている。 2.9 2.9

6 将来の進路について学習し、それらについての情報を学校から知らせてもらっている。 3.0 3.0

7 先生は、いじめや暴力などの問題にきちんと対応してくれる。 3.5 3.4

8 学校では、命の大切さや人権を大切にし、差別をなくすための学習が実施されている。 3.6 3.5

9 将来の夢や目標を持っている。 3.0 2.9

10 自分にはよいところがあると思う。 2.9 2.9

11 部活動に積極的に意欲的に参加し、目標を持って活動している。（していた。） 3.5 3.4

12 先生は、生徒とのふれあいを大切にし、親身になって接してくれる。 3.4 3.4

13 積極的にあいさつをし、コミュニケーションを大切にして、学校生活を送っている。 3.4 3.3

14 学校通信「南風」や「学年通信」等を家の人にきちんと渡している。 3.3 3.2

学校評価アンケート結果について 

【生徒からの意見より抜粋】南中学校をよくするために、どのようなことが必要だと思いますか。 

〇 あいさつをしっかりする。 〇 先生や来校者だけでなく、生徒同士がしっかりあいさつできる。 

〇 人の嫌がることは絶対にしない。 〇 もっと人権学習を充実する。〇 他のクラスや他学年との交流。 

〇「ピンクデー」のように生徒会が中心となる活動を増やす。 〇 いじめをなくす。 

〇 互いの意見を尊重する。 〇 一人ひとりの意見を受け入れ、発言しやすい雰囲気をつくっていく。 

〇 もっと学校の様子を発信する。 〇 生徒会活動を積極的に行える環境づくりを行う。 

〇 他の学年と関わり合える時間を増やす。 〇 時代遅れな校則の見直し 〇 球技大会の実施 



◆保護者アンケートの結果より 

 

・経年比較で、ポイントが上がった項目は１項目でしたが、１１項目中すべての項目において回答の平均値は3.0

ポイント以上であり、そのうち3.3ポイント以上の項目が５項目ありました。 

・経年比較で、ポイントが上がった項目は、「子どもたちにわかりやすい授業をするための工夫（ICT、タブレッ

ト、少人数授業、グループ活動、実験や観察）をしている」でした。 

・経年比較で、ポイントが下がった項目は５項目でしたが、0.2ポイント以上下がった項目はありませんでした。 

・最もポイントが低い項目は、「入試情報や職業について、将来を見通した進路指導に努めている」でした。 

・「フリー参観や行事を通し、学校を開き、保護者の人たちが学校へ来やすくしている」に関して、肯定的な回答

は3.3ポイントと高い評価をいただきましたが、コロナ禍以前と比較すると0.１ポイント下がっています。 

・全般的には例年と比べ「下回る項目もあるが、ほぼ同等」の傾向となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校へ、毎日楽しくきている生徒の減少に対し、休み時間等も各学年のフロアで生徒を見守り、教師に対して

自然に話しかけやすい関係づくりやデイリーライフでのやり取りを通し、日々の変化を丁寧にとらえることの大

切さを改めて感じました。加えて、わかりやすい授業実践のためにＩＣＴ機器やタブレット端末を活用した授業

改善を常に続けていく姿勢を持ち続けていきます。また、生徒一人ひとりの自己肯定感向上のために、日々の学

校生活、授業、各行事の中で、生徒自身が多様な価値観に気づき、行動できるようにしていきたいと考えます。 

 多くの保護者の皆さまから、学級や学年、学校の様子をもっと知りたいというご意見やご要望をいただきまし

た。学校 HP、各通信、授業参観、学校行事の公開を通して、南中学校の様子が保護者や地域の方々に伝わるよ

うにしていきます。今後も本校学校教育に対しご理解いただき、変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 

自己評価内容 R３年度 R４年度

1 学校の教育活動は、全体的に見て満足できる状態である。 3.3 3.3

2
学校は、子どもたちにわかりやすい授業をするための工夫（ICT、タブレット、少人数授
業、グループ活動、実験や観察）をしている。

3.2 3.3

3 学校は、学習における子どもの能力や努力、学力を適切に評価している。 3.2 3.2

4 朝の読書やメディアセンターの取組は、子どもたちの豊かな心を育むことに役立っている。 3.3 3.2

5 学校は、入試情報や職業について、将来を見通した進路指導に努めている。 3.1 3.0

6 学校は、いじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいる。 3.3 3.2

7 学校は、豊かな心を持ち、命の大切さや人権を大切にする子どもを育てるようにしている。 3.3 3.2

8 学校は、部活動で適切な指導を行い、明るく楽しい雰囲気づくりに取り組んでいく。 3.3 3.2

9
学校は、あいさつに心がけ、子どもとのふれあいを大切にし、子どもが明るく楽しい学校生
活を送れるようにしている。

3.3 3.3

10
学校は、保護者の相談・思いや願に対し、適切で誠実に対応し、子どもが明るく楽しい学校
生活を送れるようにしている。

3.3 3.3

11 フリー参観や行事を通し、学校を開き、保護者の人たちが学校へ来やすくしている。 未実施 3.3

【保護者からの意見より抜粋】南中学校をよくするためのご意見や要望 

〇 HPをとても楽しみにしています。学級や学年の事をもっと知りたいと思う。 

〇 HPでの情報は配付物や提出物等、子どもから親への連絡忘れも防げるし親子の会話にもつながる。 

〇 参観の機会も多く学校での様子を知ることができた。 〇 参観の機会などは、もう少し緩和の方向で。 

〇 小テストの回数を増やすなど、自分の苦手が何なのかが本人に分かる機会を増やしていただきたい。 

〇 学力アップにもっと力を入れてほしい。補習など積極的にしてほしい。 

〇 テストの点数や評価だけでなく、授業態度や部活動での練習態度なども評価してほしい。 

〇 文化部を増やしてほしい 〇 １，２年生にも入試や進路などの情報がほしい。兄姉がいないので不安。 

〇 先生方の負担軽減、生徒たちのレベルアップのために各運動部に外部コーチの導入をお願いしたい。  

〇 衛生面を考え、トイレ用スリッパの設置を。 〇 自転車通学の生徒にきめ細かな安全指導を願う。 


